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第 １ ９ ７ 回 組 合 会 会 議 録 

 

１．開催日時   令和５年５月２５日(木) 午後２時３０分 

２．開催場所   水戸市笠原町９７８番２６ 

茨城県市町村会館 大会議室 

３．日  程    「第１９７回組合会議案」次第のとおり 

４．議  題 

（１）選 第 １ 号 理事の補欠選挙について 

（２）選 第 ２ 号 理事長の選挙について（理事長職務代理者の指定） 

（３）選 第 ３ 号 茨城県市町村職員共済組合保養所運営委員会の委員の選任に 

ついて 

（４）議案第１号 令和４年度本組合の決算(案)について 

（５）報告第１号 預託金の運用状況について 

（６）そ の 他 

５．出席議員の氏名 

 （長側議員：５名） 

 １．萩 原   勇   ３．根 本 洋 治   ６．先 﨑   光 

 ７．木 村 敏 文   ９．野 澤 良 治 

 (職員側議員：９名) 

  １１．鈴 木 智 子  １２．木 内 修 平  １３．外之内 信 浩 

１４．窪 田 慎 一  １５．古 渡 秀 和  １７. 圓城寺 和 則 

１８．作 田 友 貴  １９．廣 江 良 之  ２０．香 取 雄 介 

６．地方公務員等共済組合法施行令第１３条及び本組合定款第２１条の規定に基づき、

本会議に出席したものとみなされる議員及び代理人の氏名 

（委任した議員）      （委任を受けた議員） 

２．宮 田 達 夫      ３．根 本 洋 治 

４．大 谷   明      ３．根 本 洋 治 

５．鈴 木 定 幸      ３．根 本 洋 治 

８．上遠野   修      ３．根 本 洋 治 
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 １０．野 村   勇      ３．根 本 洋 治 

１６．江 川 隆 浩     ２０．香 取 雄 介 

 

７．会  議 

(１) 開 会 

矢野総務課長 定刻となりましたので、ただ今から第１９７回組合会を開会いた

します。 

本日の組合会でございますが、藤井理事長のご退任後、初めての

組合会でございますので、地方公務員等共済組合法第１２条第１項

の規定に基づきまして、牛久市の根本市長さんが理事長職務執行者

として議長に当たることとなりますのでご報告を申し上げます。 

それでは、開会にあたりまして、根本市長さんにご挨拶をお願い

いたします。よろしくお願いいたします 

（時に、午後２時３０分） 

 

(２) 理事長職務執行者あいさつ 

根本理事長職務

執行者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい、ただ今ご紹介いただきました根本でございます。 

ただ今、ご紹介にありましたように、前理事長のご退任により４

月２７日より理事長職務執行者に就任いたしました。それでは、ご

指名をいただきましたので、ご挨拶をさせていただきます。 

本日は、第１９７回組合会を招集いたしましたところ、お忙しい

中、皆様にはご出席を賜り厚く御礼申しあげます。 

また、ご案内のとおり、長側の組合会議員に、２名の欠員が生じ

ておりましたので、５月１８日に補欠選挙を執行し、新たに龍ケ崎

市長の萩原市長さんと常陸太田市長の宮田市長さんが組合会議員に

就任されました。本日は、萩原龍ケ崎市長さんにご出席をいただい

ておりますのでご紹介いたします。よろしくお願いいたします。 

さて、本日の組合会は、お手元にお配りいたしております議案の

とおり、選挙として「理事の補欠選挙」及び「理事長の選挙」のほ

か「保養所運営委員の選任」がございます。ほかに議案として、

「令和４年度本組合の決算（案）について」、そして「預託金の運

用状況について」となっております。 

本日ご審議いただく本組合の令和４年度の決算について収支結果

を申し上げますと、共済組合の経理は、全部で１３経理ございます

が、４経理が黒字、６経理がプラスマイナスゼロ、３経理が赤字と

なりました。 

医療給付と介護保険を扱う短期経理においては、昨年１０月の地

方公務員等共済組合法の適用拡大による短期組合員の加入により、

医療給付の支出が増え、約９千万円の赤字となったところでござい

ます。 

この損失金は、剰余金を取り崩して補てんいたしましたが、それ
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矢野総務課長 

 

議 長 

でもなお約１４億５千万円の短期積立金を保有してございます。 

また、大洗鷗松亭を運営する宿泊経理におきましては、新型コロ

ナウイルスの感染状況が落ち着きつつあり、利用率がわずかながら

回復のきざしが出て参りました。令和４年度は約３，３００万円あ

まりの赤字となりました。 

これらの決算の内容につきましては、先に開催いたしました「役

員会」において、ご検討を賜ったところであります。皆様におかれ

ましても、どうか十分ご審議のうえ、適切なるご決定を賜りますよ

うお願い申し上げます。以上で私からの開会にあたりましての挨拶

といたします。 

ありがとうございました。それでは根本市長さん、議事の進行をよ

ろしくお願いいたします。 

それでは、順次進めさせていただきます。 

 

（３）議席の決定 

議 長 

 

 

 

 

 

太田事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

まず、「議席の決定」でございますが、冒頭にも申し上げましたと

おり、長側議員のうち２名の方が新たに組合会議員となられましたの

で、改めて議席の番号を決定いたしたく存じます。 

議席番号は、組合会会議規則第３条の規定により議長が定めること

になっておりますので、事務局より発表させていただきます。よろし

くお願いします。 

それでは、ご指示によりまして議席番号を発表させていただきま

す。会議資料の中に茨城県市町村職員共済組合第３１期組合会議員名

簿がございます。その名簿につきましては当組合定款第９条の長側議

員、職員側議員の選挙区順になっています。議席番号はこの名簿順に

に付番することとなりますので、一番上の龍ケ崎市の萩原市長さんが

議席番号１番、以下順番に付番致しまして、議席番号２０番が古河市

の香取議員になります。お手数ではございますが議席番号のご記入を

お願いしたいと思います。以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

はい、ありがとうございます。 

 

（４）出席・欠席議員の報告 

議 長 次に、「出席・欠席議員の報告」ですが、長側議員は定数１０名

中、出席が５名、委任状を提出したことにより出席とみなされる者５

名の計１０名、職員側議員は定数１０名中、出席が９名、委任状を提

出したことにより出席とみなされる者１名の計１０名でございます。 

それぞれ定足数に達しておりますので、第１９７回組合会は成立い

たしましたことを、ご報告申し上げます。 

なお、小谷学識経験者監事さんは役員会にご出席いただきました

が、所要により退席されております。 
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（５）議案説明員の報告及び会議書記の指名 

議 長 次に、「議案説明員の報告及び会議書記の指名」でございますが、

議案説明員として、太田事務局長ほか管理職５名、会議書記には加倉

井課長補佐及び柘植係長を指名いたします。 

 

（６）会議録署名議員の選任 

議 長 次に、｢会議録署名議員の選任」ですが、選任の方法は組合会会議

規則第１８条により議長が指名することとされております。 

長側議員につきましては、議席番号９番 野澤議員、職員側議員に

つきましては、議席番号１５番 古渡議員、ご両名を会議録署名議員

に指名させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

（７）会  議 

議 長 

 

 

 

太田事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、早速議事に入りたいと思います。 

選第１号「理事の補欠選挙について」及び選第３号「茨城県市町村

職員共済組合保養所運営委員会の委員の選任について」、一括して事

務局の説明をお願いします。 

（１）選第１号「理事の補欠選挙について」でございますが、茨城

県市町村職員共済組合定款第２８条第４項の規定に基づき、理事の補

欠選挙を次により行うものでございます。本日付け、理事長職務執行

者名でございます。 

１、選挙すべき理事の数は、市町村長側議員から１人、２、選挙の

要領でございますが、市町村長側議員の選挙によるものでございま

す。なお、この補欠選挙につきましては、理事長でありました藤井 

取手市長さんが本年４月２６日付けで任期満了により退任したので、

当組合の議員及び理事の職を退職されました。そのため、現在理事に

欠員が生じておりますので長側議員において選出していただくもので

ございます。「理事の補欠選挙及び理事長の選挙に関する参考資料」

を載せてございます。先ほど、選挙の要領について市町村長側議員の

選挙と申し上げましたが、この参考資料の下段の３番、共済組合役員

選挙規程によりまして、各議員に異議がなければ「指名推せんの方法

によることができる」とされておりますことを申し添えさせていただ

きます。 

続きまして、（３）選第３号でございます。「茨城県市町村職員共

済組合保養所運営委員会の委員の選任について」でございます。茨城

県市町村職員共済組合保養所運営委員会設置要綱第３条の規定に基づ

きまして、次により選任するものでございます。本日付け、理事長名

でございます。 

１、選任すべき委員の数は、市町村長側議員のうちから１名でござ

います。２、選任の要領でございますが、市町村長側議員の互選によ

るものでございます。なお、次のページには現在の保養所運営委員の

名簿を載せてございます。そして次のページには参考資料といたしま
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

９番野澤議員 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

太田事務局長 

して、「茨城県市町村職員共済組合保養所運営委員会設置要綱」を記

載してございます。要綱の第３条をご覧いただきたいと存じます。保

養所運営委員会の組織について規定されております。委員会は１０名

の委員で構成されまして、長側議員５名、職員側議員５名で組織され

てございます。委員長でありました藤井取手市長さんの退職によりま

して、長側の委員さん１名が欠員となっておりますことから、選出い

ただくものでございます。 

なお、慣例によりまして、役員であります「理事」及び「監事」の

方については委員に就任していただくこととされておりますこと、そ

して、役員以外の方から１名を選出していただいておりますことを申

し添えます。選第１号「理事の補欠選挙について」、選第３号「茨城

県市町村職員共済組合保養所運営委員会の委員の選任について」の事

務局の説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

はい、ただ今、事務局より一括して説明がありましたが、ご質問が

あればご発言をお願いいたします。 

ご質問は無いようでございますので、これから選考に入っていただ

きます。 

長側の議員さんは、この場所で選考をお願いいたします。職員側の

議員さんはご退席くださるようお願いいたします。選考が終わるまで

の間、暫時休憩といたします。 

 

（ 休 憩 ） 

 

それでは、休憩をときまして再開いたします。 

選考の結果につきまして、長側議員の代表の方から、選第１号及び

選第３号について、選考の結果をご報告願います。 

それでは長側議員の選考結果につきまして、ご報告いたします。選

第１号「理事の補欠選挙」については、７番 木村市長さんを選考い

たしました。 

なお、監事が欠員となったため、６番 先﨑市長さんを監事に選考

いたしました。 

選第３号、保養所運営委員の選任につきましては、５番 鈴木市長

さんを選考いたしました。以上、ご報告いたします。 

はい、ありがとうございます。ただ今、選第１号及び選第３号につ

きまして選出結果のご報告がございました。 

本件につきまして、一括して承認を求めます。 

選第１号及び選第３号について、承認することにご異議ございませ

んでしょうか。 

（「異議なし」の声あり。） 

ありがとうございます。ただ今のご報告どおり承認いたします。選

出されました議員さんにつきましては、よろしくお願いいたします。 

続きまして、選第２号「理事長の選挙について」、事務局の説明を

求めます。 

議案の２ページでございます。（２）選第２号の「理事長の選挙に
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議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

１２番木内議員 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７番木村議員 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

太田事務局長 

ついて」でございます。地方公務員等共済組合法第１３条第４項及び

茨城県市町村職員共済組合定款第２８条第６項の規定に基づき理事長

の選挙を行うものでございます。本日付、理事長職務執行者名でござ

います。 

１、理事長の被選挙権は市町村長側の理事でございます。２、選挙

の要領でございます。理事が選挙するものでございます。長側理事さ

んと職員側理事さんで選挙をお願いいたします。 

また、その下の「理事長職務代理者の指定」でございますが、地方

公務員等共済組合法第１２条第１項の規定に基づき、長側の理事のう

ちから理事長職務代理者の指定を理事長に行っていただくものでござ

います。選第２号については、以上でございます。 

ただ今、説明がございました。ご質問があればご発言をお願いいた

します。 

無いようでございますので、選考をお願いいたします。 

選考が終わるまでの間、暫時休憩といたします。 

 

（ 休 憩 ） 

 

それでは、休憩をときまして再開いたします。 

選考の結果につきまして、理事の代表の方からご報告をお願いいた

します。 

選第２号「理事長の選挙」でございますが、根本牛久市長さんに理

事長をお願いすることになりました。 

以上、ご報告いたします。 

ありがとうございました。 

選考の結果、理事の皆様のご推挙をいただき、理事長の職を務める

こととなりましたので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（拍手あり） 

 

なお、選第２号にあります「理事長職務代理者の指定」につきまし

ては、私からの指定になりますので指名をさせていただきます。 

坂東市長の木村市長さんを理事長職務代理者に指名させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

理事長を助けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（拍手あり） 

 

 

次に、議案第１号「令和４年度本組合の決算（案）について」、事

務局の説明を求めます。 

なお、内容が多量となっておりますので、要点をとらえて説明する

ようお願いします。 

（４）議案第１号「令和４年度 本組合の決算（案）について」で
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ございます。本組合の令和４年度決算（案）について、本年５月２２

日、監事による監査を経たので、その意見を附し、組合会の議決を求

めるものでございます。本日提出、理事長名でございます。 

なお、議長からありましたとおり、決算書の内容が多量であります

ことから、９ページの「令和４年度決算の概要（ダイジェスト版）」

により説明申し上げます。 

表題の下、ローマ数字の１から５まで、項番を分けてございまし

て、うち経理といたしましては短期経理から下段の経過的長期預託金

管理経理までの１３経理となってございます。ダイジェスト版におい

ては、説明の便宜上、決算書の経理順とは異なっておりまして、ま

た、金額につきましても万円単位としてございますので、ご了承いた

だきたいと存じます。 

では、ページを返していただきまして１０ページ、１の総括でござ

います。（１）の地方公共団体数、組合員数、被扶養者数でございま

す。令和４年度決算数値といたしまして、地方公共団体数は市町村、

一部事務組合等を合わせまして８０となってございます。（２）の組

合員数は、現職組合員と任意継続組合員を合わせまして３５，８５５

人となりました。なお、そのうち９，５６５人が短期組合員でござい

ます。令和３年度と比べますと、現職で約９千７百人の増となってご

ざいます。（３）の被扶養者数でございます。現職組合員と任意継続

組合員を合わせまして２３，８０４人でございます。令和３年度と比

べ現職組合員で約１千４百人の増となってございます。２の標準報酬

の月額、平均標準報酬の月額、標準期末手当等の額でございます。お

示しした金額は、年金に関する長期と医療保険等に関する短期に区分

される額のうち、短期にかかる金額でございます。（１）標準報酬の

月額でございます。現職組合員が１１３億２，２７３万円、任意継続

組合員は１億２，２１７万円となりました。令和３年度と比べ現職組

合員で約１６億３千万円の増でございます。（２）平均標準報酬でご

ざいます。１人当たりの月額では、現職組合員は３１９，０４９円と

令和３年度と比べ５６，０００円ほど大幅に減少しております。理由

といたしましては、短期組合員の平均標準報酬月額が約１５万円と低

いためでございます。一方の任意継続組合員でございますが３３８，

４３８円でございます。（３）の標準期末手当等の額、これは年度累

計額となりまして３８４億７，５２８万円となってございます。以上

が総括に係る決算数値でございます。 

続きまして２の短期給付事業関係としまして１の短期経理でござい

ます。この経理では、組合員やその被扶養者の医療費等の支払いや高

齢者医療制度への納付金等の支払いのほか、４０歳以上６５歳未満の

組合員にかかる介護保険料の収納を行ってございます。令和４年度に

おいては（１）の表にありますとおり、一般組合員等は掛金率と負担

金率同率の４３．６０‰、計８７．２０‰で運営いたしました。次の

ページでございます。（２）、こちらは介護保険にかかる表でござい

まして、掛金率と負担金率同率の８．８２‰、計１７．６４‰で運営

いたしました。（３）では、表のとおり調整負担金率０．１０‰、公
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的負担金率０．０６‰でございまして、これらについては、全国市町

村職員共済組合連合会が行う財政調整事業や育児介護休業手当金の財

源として納付するための率でございます。（４）の収入でございま

す。短期経理の収入のうち、まず①の短期にかかる部分でございま

す。地方公共団体の負担となります短期・公的・調整負担金、組合員

や任意継続組合員の負担となります短期・任意継続掛金、連合会交付

金から前年度繰越支払準備金まで合わせまして１６２億４，８５６万

円となりまして、令和３年度に比べ約１０億円の増となりました。②

の介護にかかる収入につきましては、地方公共団体負担の介護負担

金、組合員の介護掛金・介護任意継続掛金からその他合わせました合

計が１８億８，０６７万円と令和３年度比で約８千万円の増となりま

した。（５）の支出でございます。①短期にかかる支出は、医療費な

どの支払いとなります保健給付が約７３億円、育児休業手当金など休

業給付が約８億７千万円、このほか中段の高齢者拠出金等が大きな割

合を占めておりまして約５６億９千万円、連合会払込金と拠出金、次

年度繰越支払準備金を加えました合計が１６３億４，０７６万円とな

りました。令和３年度と比べますと約３億７千万円の増となったとこ

ろです。ページを返していただきまして、②介護にかかる支出でござ

います。介護納付金とその他を合わせまして１８億８，４８２万円の

支出となりました。（６）の収支でございます。短期にかかる部分に

つきましては９，２２０万円の損金が生じました。令和４年度は高齢

者拠出金等が大幅に減少するため、当初予算では約７億円の黒字を見

込んでおりましたが、適用拡大による短期組合員の増加による医療費

の支出が大幅に増加したことなどから、約９千万円の損金計上となっ

ています。一方の介護にかかる部分では、介護負担金・掛金が予定よ

り収入が少なかったため、４１５万円の損金が生じたところでござい

ます。（７）支払準備金・欠損金補てん積立金の状況でございます。

いずれも法定額が定められておりまして、支払準備金は、当該事業年

度における短期給付請求額総額の１２分の２となります。また、欠損

金補てん積立金は、当該事業年度以前３事業年度の短期給付の平均請

求額の１００分の１０を積立てする必要がございます。当組合におき

ましては、その下にございますとおり支払準備金１２億５，９５３万

円、欠損金補てん積立金６億６，８２８万円、ともに満額を積立て済

みでございます。（８）は利益剰余金の処分でございます。①短期に

かかる部分につきましては、積立金より当期損失金となりました９，

２２０万円を取り崩して補てんし、また、給付金の増による欠損金補

てん積立金より２，７１３万円を差し引いて積み増しして、短期積立

金１４億５，６７７万円となりました。②介護にかかる部分につきま

しては、当期介護損失金となりました４１５万円を、前年度からの繰

越欠損金と合わせまして、介護繰越欠損金は１，４２７万円となりま

す。以上が短期経理でございます。 

続きまして３の長期給付事業関係、２としまして厚生年金保険経理

でございます。この経理では、厚生年金の組合員保険料と地方公共団

体の負担金を収入して全国連合会に納付をしてございます。次ページ
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に移りまして（１）組合員保険料と負担金の率でございます。いずれ

も９１．５０‰、合計で１８３‰となりまして、平成３０年から民間

の被用者と同率となってございます。（２）基礎年金にかかる公的負

担率は４１．６‰、（３）昭和３７年以前の給付にかかる追加費用率

が１２．１‰となっております。（４）の収入は追加費用を含めた負

担金と組合員の保険料の合計が３５３億５，１４９万円となりまし

て、全額納付のため（５）の支出も同額、（６）収支差し引きはござ

いません。以上が厚生年金保険経理でございます。 

３の退職等年金経理でございます。平成２７年１０月の被用者年金

一元化により公務員独自の３階部分、旧職域部分が廃止されまして、

代わりに新設された給付が退職等年金給付でございます。この給付費

用を賄う原資を組合員、地方公共団体から収入しまして、厚生年金と

同様に全国連合会に納付してございます。（１）、掛金、負担金とも

同率の７．５‰とされておりまして、合計１５‰となります。 

（２）、収入は負担金と掛金を合わせました２２億６，３６５万円と

なりまして、（３）のとおり全額、全国連合会に納付いたしまして

（４）の収支差し引きはございません。以上が退職等年金経理でござ

います。  

ページを返していただきまして１４ページ、４の経過的長期経理で

ございます。被用者年金一元化前の平成２７年９月までに決定した公

務上障害年金等に要する費用を賄うため、地方公共団体の負担金を収

入して全国連合会に納付してございます。（１）、負担金率は０．１

１０５‰でございまして、この経理では（２）にありますとおり追加

費用の１．１‰も併せて収入しております。（３）の収入は負担金が

１億４，５９２万円となりまして、（４）の支出も同額、（５）の収

支差し引きはございません。以上が経過的長期経理でございます。 

続きまして４の福祉事業でございます。５の保健経理、この経理は

組合員と被扶養者の健康づくりや保養リフレッシュに関する各種事業

を行っています。（１）の掛金・負担金率はいずれも２．１‰の合計 

４．２‰で運営いたしました。（２）、収入は負担金、掛金、その他

合わせまして６億８，５８８万円となりまして、（３）の支出は   

７億１，４４２万円、その下にございます厚生費が５億４，７６４万

円と支出のほとんどを占めております。次のページでございます。

（４）には収支がございまして、２，８５４万円の損金が生じており

ます。その下、（５）には先ほど申し上げました厚生費の内訳を記載

してございます。①の保健事業といたしまして、アの健康づくり支援

関係が３億９，３５７万円と厚生費の約７１％を占めております。続

きまして②は特定健診・特定保健指導にかかる内訳でございまして、

それぞれ１，４９５万円、３，０６３万円となりました。４０歳から

７５歳未満の特定健診と保健指導については、その受診率が高齢者拠

出金等の加減算、いわゆる保険者インセンティブに影響を与えます。

このため、当組合ではデータヘルス計画を策定しまして、各所属所と

協力し、組合員や被扶養者に対する効果的な保健指導を行えるよう努

めているところでございます。参考までに、データヘルス計画は当組



第 197回組合会会議録 

 - 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合ホームページで公開してございますので、後ほどご参照いただきた

く存じます。続きまして（６）利益剰余金の処分でございます。当期

損失金は先ほどの２，８５４万円の収支損金となりまして、これを取

り崩して補てんした結果、積立金が８億７，４２５万円となり改良積

立金、これは大洗鷗松亭の修繕・改修費用の積立てになりますが、４

億５，８２０万円となったところでございます。以上が保健経理でご

ざいます。 

続きまして６の宿泊経理、当組合保養所「大洗鷗松亭」の運営を行

うための経理でございます。（１）の収入は、施設収入３億８，１９

４円と商品売上からその他まで、そして減価償却費相当額として保健

経理と貯金経理から繰入れした６，５００万円を合わせまして４億

７，３６４万円となりました。令和３年度比で１億円の増収となって

います。新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和と「いば旅

安心割り」の支援事業がプラス要因となり宿泊利用率も１４ポイント

の増と昨年度に比べ回復傾向にありますが、コロナ前の利用率には戻

っておりません。（２）の支出でございます。令和３年度と比べ、特

に支出額が増えているのは、飲食材料費で約２千８百万円の増額、こ

れは宿泊者の増加によるものでございます。次に光熱給水費で約１千

３百万円の増額で、これは電気料金の値上げによるものが大きく締め

ています。その他の支出では、令和３年度はコロナの軽減措置により

固定資産税が免除となっておりましたが、令和４年度は約１千２百万

円を支出してございまして、支出総額は５億６８４万円となりまし

た。ページを返していただきまして１６ページ、（３）の収支でござ

います。収支の結果、３，３１９万円の損金となり、令和３年度に続

きまして、損金計上となりました。（４）には大洗鷗松亭の利用状況

をお示ししてございます。令和４年度の宿泊者数は２１，４２６人と

なりまして令和３年度比べ約７，７００人の増、宿泊利用率も５４．

４５％となり、客室稼働率につきましても６８．７８％と回復傾向に

あります。（５）は利益剰余金の処分でございます。当期損失金は先

ほどの収支損金の、３，３１９万円となりましたので積立金より取り

崩して補てんして、改良積立金の積み増しは行わず、欠損金補てん積

立金を満額積立てしまして、積立金の残は３２億４，４３８万円とな

りました。この積立金につきましては、大洗鷗松亭の建物や付帯設備

など固定資産で１３億５１１万円、残りの約２０億円は預金と有価証

券の流動資産で保有してございます。以上が宿泊経理でございます。 

続いて７の貯金経理でございます。この経理では組合員の皆さんか

らお預かりした貯金を有価証券等で運用しまして、有利な利率で還元

してございます。（１）収入につきましては有価証券等の利息及び配

当金となりまして、令和４年度は２２億４，４９７万円となりまし

た。令和３年度比で約８千万円の増となってございます。一方、

（２）の支出は１９億６，９８５万円、そのうち組合員の皆さんに還

元した支払利息が１８億９，１４８万円となりました。収支の結果、

（３）のとおり２億７，５１１万円の益金を生じたところでございま

す。（４）、資産の運用利回りは令和４年度の平均で１．４７％とな
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り、令和３年度と同率となりました。（５）の貯金の種類、支払利率

及び現況でございます。共済貯金の区分は、定額積立貯金となりま

す。その下、お預かりしております貯金額は、１，３８１億５，９７

０万円となりまして、令和３年度と比べ７１億円余り増加してござい

ます。ここ数年は例年３０億円程度の増額で推移しておりましたが、

短期組合員の加入により、令和４年１２月時の臨時積立が例年より約

４０億円増えたことによるものでございます。貯金者数は２０，８２

６人で、次のページになりますが、１人当たりの貯金額は６６３万

円、組合員加入率は５８．０４％でございます。短期組合員の加入率

が低いため、前年度より約１５ポイントも下がっております。支払利

率につきましては、１．４４％でございます。また、預入限度額は１

人当たり３，０００万円としております。参考までに、３，０００万

円を超える残高の方は任意継続組合員で５８名、一般組合員で８７５

名となっております。（６）利益剰余金の処分でございます。当期利

益金の２億７，５１１万円を貯金残高の増加による欠損金補てん積立

金の積み増し分に全額充当しまして、なお不足分がありますので、積

立金から取り崩し充当しました。結果、１２２億１，２０４万円が積

立金の残高となります。以上が貯金経理でございます。 

続いて８の貸付経理、この経理では組合員が居住する住宅の取得や

増改築を行う資金、生活必需品の購入、入学・修学資金の貸付を行っ

ております。（１）の収入は、貸付金の利息となりまして計   

４，９０６万円、（２）の支出は職員給与と資金借入先であります退

職等年金預託金管理経理への支払利息８７４万円など合わせまして

４，０２２万円となりました。結果、（３）の収支は８８３万円の益

金となってございます。（４）の組合員貸付金の年度末残高でござい

ますが、令和４年度末の件数と金額はお示ししたとおりでございまし

て右端の貸付利率で運営しておりますので後ほどお読み取りくださ

い。貸付の現況でございますが、普通貸付は伸びているものの、住宅

貸付などの利率は市中金融機関等と比べ高い水準にありますことか

ら、貸付残高および件数につきましては、年々減少傾向にございま

す。（５）利益剰余金の処分でございます。当期利益金が８８３万円

となりまして、貸付残高の減少に伴う欠損金補てん積立金取り崩し額

を含め積み増しした結果、２７億９，７３７万円の積立金残高となっ

てございます。以上が貸付経理でございます。 

ページを返していただきまして１８ページ、９の物資経理でござい

ます。この経理は当組合が契約する自動車販売店から自動車を購入す

る際、代金を立替払いする経理でございます。（１）、収入は立替金

返済時の利息と自動車販売店からいただく手数料となりまして、令和

４年度は２，０５９万円となりました。一方、（２）の支出について

は資金借入先であります退職等年金預託金管理経理への支払利息１，

０８６万円と職員給与など合わせまして合計１，９０３万円となりま

した。結果、（３）収支のとおり１５６万円の益金が生じておりま

す。物資立替金の年度末残高は（４）にございますとおり、件数では

１，０４６件、立替残高は１２億７７６万円、立替利率は１．５６％
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で運営しております。（５）剰余金の処分でございます。当期利益金

１５６万円と、立替金残高の減少による欠損金補てん積立金の取り崩

し額を含めまして、１億２，３２３万円の積立金残高となりました。

以上が物資経理でございます。 

１０の財形経理でございますが、地方公務員財産形成事業基本計画

によりまして、全国連合会から割り当てられた資金を住宅新築資金と

して組合員に貸付するための経理となります。貸付資金は全国連合

会、当組合では収入した利息等を全額、全国連合会に払い込みをして

おります。金額が少額でありますので、説明は割愛いたします。 

以上が福祉事業関係でございます。 

１９ページ、５の共済組合事業でございます。１１の業務経理でご

ざいます。共済組合が行う事業のうち、主に医療保険と厚生年金に関

する事務に要する費用を賄う経理でございます。（１）の収入でござ

いますが、地方公共団体の負担金と全国連合会からの交付金など合わ

せまして４億６，８５８万円となりました。（２）の支出でございま

す。職員給与のほか、全国連合会に払込みいたします事務費負担金な

ど合わせまして４億６，８０６万円となりました。結果、（３）の収

支は５１万円の益金を生じまして、（４）、利益剰余金の処分は、当

期利益金５１万円を全額積み増ししたことによりまして８億５，７６

５万円の積立金残高となってございます。以上が業務経理でございま

す。 

１２の退職等年金預託金管理経理でございます。全国連合会が保有

する退職等年金給付組合積立金の一部を、当組合が資金預託を受け運

用を行っております。（１）の収入は１，９６０万円、貸付経理と物

資経理へ資金を貸し付けているため、その利息収入となります。ペー

ジを返していただきまして２０ページでございます。（２）の支出に

つきましては、全額を全国連合会に支払いしてございますので、

（３）の収支はゼロとなります。（４）、貸付の年度末残高は、貸付

経理への貸付金が７億８，８３０万円、物資経理への貸付金が      

１０億３，５５０万円となってございます。以上が退職等年期に預託

金管理経理でございます。 

１３経過的長期預託金管理経理でございます。全国連合会が保有す

る経過的長期給付組合積立金の一部を、当組合が資金預託を受け運用

を行っております。運用は地方公共団体から引き受けます縁故地方債

により行っておりまして、令和４年度末で１銘柄、残高は下段にあり

ますとおり２７６万円となっております。収入支出とも少額であるこ

とから詳細は割愛いたします。 

以上、共済組合事業まで１３経理の令和４年度決算の概要となりま

す。なお、令和４年度の経理別収支及び利益剰余金一覧につきまし

て、次のページにまとめてございますので後ほどお読み取りいただき

たいと存じます。以上でございます。ご審議いただきますようよろし

くお願いいたします。 

ただ今、第１号議案について説明がありましたが、ご質問がある方

はよろしくお願いします。その前に監査を受けております。５月２２
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日に監査を受けておりますので、古渡監事さんよろしくお願いいいた

します。 

それでは、議案集の２２ページをお開きいただければと思います。

監事をしております行方市の古渡です。よろしくお願いいたします。 

それでは、監査報告ということで報告させていただきます。 

組合定款第４３条の規定により監査を行ったので、その結果を次の

とおり報告させていただきます。まず監査を行った日ですけども日 

令和５年５月２２日、監査の対象となった期間は、令和４年４月１日

から令和５年３月３１日までとなっております。３番の監査事項につ

いては、令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの各経理の財

産の管理運用並びに関係帳簿及び証拠書類の内容確認をいたしたとこ

ろです。４番の監査の結果の概況及び意見については、各経理とも法

令に基づいて執行され、証ひょう書類も完備しており、令和４年度の

経理処理は適正であると認めさせていただきました。５番の出納職員

に対して直接注意した事項については、特にございません。監事 古

渡 秀和、小谷 隆亮、以上、ご報告させていただきます。 

ありがとうございました。ただ今、古渡監事さんより監査結果のご

報告がありましたが、ご質問等ございましたら、よろしくお願いいた

します。 

那珂市の木内です。私の方から１６ページ、１７ページにあります

貯金経理のことについてお伺いしたいと思います。この貯金経理でご

ざいますが組合員から預け入れた貯金を有価証券等で運用し、市中金

利より有利な利息を還元する非常に有利なものでございますが、この

部分に関しまして、先ほど事務局長の説明であったように、短期組合

員の方々の加入によりまして大幅に、まあ結果的には例年３０億のと

ころ４０億円増えて７１億円の積み立てということで、貯金自体が増

えること自体は非常にありがたいところでございますが、預金額が増

えてしまうことによって、これまで優位性があった利率という部分に

関して、やはり運用が非常に厳しいのではないかというふうに思いま

す。そのあたりについて今後の貯金利率等の変更等についてどのよう

に考えているかという点と、利率を引き下げるということに対してや

はり抵抗を感じるところもありますので、例えばですけど、臨時積立

額の上限額を設けるというようなことも含めて、まあ利率をなるべく

引き下げない、なるべく長く運用して行くということであれば、そう

いったことも含めて全国の情勢含めて研究するべきじゃないかという

ところで、一点質問させていただきます。以上です。 

はい、お願いします。 

はい、ありがとうございます。本当に木内代表理事さんのおっしゃ

るとおりでございまして、現在運用が大変厳しい状況が続いておりま

す。今現在１．４４％の支払利率を還元してございますが１．４４％

以上で買えるものが無い状況でございますので、やはり、その新規マ

ネーを集めていることは、最終的な支払利率に影響を与えるものでご

ざいますので、６月の臨時積立、これがどの程度増えるか見て行きた

いと思いますし、この 1 年間、令和５年度におきまして６月、１２月
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の臨時積立がどの程度増えるか研究してみたいと思います。その後、

利率が下がるようであれば、今、木内理事さんがおっしゃったとお

り、ボーナスの臨時積立の上限額を設けることで、臨時積立の増額を

少し抑えるということが必要じゃないかと思っております。令和５年

度でいったん様子を見せていただきまして、令和６年度に提案をさせ

ていただいて、令和７年度から利率の引き下げ、または、上限額を設

けるということで対応したいというふうに考えているところでござい

ます。以上でございます。 

はい、ありがとうございます。はい、他にございましょうか。 

１７ページの貸付利率で、住宅貸付が１．２６％で一般の市中金利

よりも高くなっていると、そのために利用が少ないというご説明でし

た。これは組合員のための、職員のための組合ということを考える

と、なんかこう努力する余地があるのか、要するに市中金利よりも下

げるようなことができるのか、あるいは色々トータル的に考えてやっ

ぱり難しいなど、その状況がわかれば教えてください。 

はい、お願いします。 

貸付につきましては、資金が退職等年金預託金管理経理からお金を

借りておりまして、そのお金を組合員の方にお貸ししているというお

金の流れでございます。これは退職等年金預託金管理経理が貸付経理

にお金を貸すときの率が１％と決まっております。従いまして１％に

事務費などの費用を賄うために０．２６％をつけまして１．２６％は

ちょっと下げられない状況になってございまして、中には災害貸付と

か１％を切るところがありまして、それは退職等年金預託金管理経理

が低い利率で貸すことができるのですけれども、普通貸付とか住宅貸

付は１％で貸しなさいということに決まっておりますので、どうして

もこの１．２６％は下げられない状況でございます。 

すみません。もうひとつ付け加えさせていただきたいのですけれど

も、この貸付利率につきましては、預託金関係の利率というのが、何

パーセント以下だとこの利率ということが決まっておるところがあり

まして、まあそういう意味で自由に上げ下げすることはできないよう

になっております。 

市中金利が何パーセントとか何パーセントが１％で貸しなさい。こ

の市中金利が１％から２％の時は何パーセントで貸しなさいってこと

は法律で決まっておりまして、退職等預託金管理経費が貸付経理に貸

し付けるときはその金利が決まっております。それで＋０．２６％は

事務費として取りなさいということになっておりますので、今は一番

最低の１％になっておりまして１．２６％で普通貸付と住宅貸付は決

まっているところなので、ちょっと変えられないところでございま

す。 

はい、わかりました。他にございますでしょうか。 

無いようで御座いますので議案第１号について、承認することにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり。） 

議案第１号令和４年度の決算については原案のとおりといたしま
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す。次に、報告第１号「預託金の運用状況について」説明します。 

（５）報告第１号「預託金の運用状況について」でございます。全

国市町村職員共済組合連合会が定める退職等年金預託金管理経理及び

経過的長期預託金管理経理における預託金運用に関する事務取扱要領

に基づき、令和４年度の年間の運用状況について報告するものでござ

います。本日報告の理事長名でございます。                                               

ページを返していただきまして、２４ページでございます。預託金

の決算等については、先ほどご報告申し上げましたとおりでございま

すが、運用状況につきましては、その運用の透明性の確保の観点か

ら、全国市町村連合会の事務取扱要領に基づき当組合のホームページ

等に、公表することが義務付けられているところでございます。な

お、公表資料につきましては、組合会の報告を経まして７月の第一営

業日にホームページに掲載し、公表することとなっているところでご

ざいます。 

それでは、公表する資料でございます。預託金管理経理は、「退職

等年金」と「経過的長期」の２つの経理がございます。地方公務員等

共済組合法施行令 第１７条の２第１項第５号の規定に基づきまし

て、全国市町村職員共済組合連合会が保有する年金積立金の一部を、

全国連合会から組合に預託され組合員の福祉の増進又は、地方公共団

体の行政目的の実現に資するよう、本組合が管理・運用しているとこ

ろでございます。 

まず、退職等年金預託金管理経理でございます。この経理は、主に

貸付経理と物資経理への資金の貸付を行っておりまして、令和４年度

末の保有資産は約１９億円となったところでございます。中段の表に

ありますとおり、貸付金が１８億２，４００万円で、全体の９５．

９％を占めている状況でございます。右下段の実現収益率は、貸付金

と短期資産を合わせまして０．９２％となってございます。 

次ページに移りまして、２５ページでございます。経過的長期預託

金管理経理でございます。この経理は、主に地方公共団体から引き受

けます縁故地方債で運用しているところでございます。令和４年度に

保有してございます、銘柄は１銘柄でございます。令和４年度の表を

ご覧いただきたいと存じます。縁故地方債と短期資産と合わせまして

約５００万円でございます。表の右側の「時間加重収益率」につきま

しては、空欄となっておりますが、下の※印にありますとおり、６月

初旬に全国市町村連合会から示される予定となっておりますので、７

月にホームページにアップする際には、こちらにも数字が入った状態

で掲載させていただきます。 

以上、預託金の運用状況でございます。この内容にて、当組合ホー

ムページへ、公表する予定でございます。預託金の運用状況は以上で

ございます。よろしくお願いいたします。 

はい、ありがとうございます。報告第１号はただ今のとおりでござ

います。続いてその他といたしまして、「今後の行事予定」につい

て、事務局から報告いたします。 

（矢野課長から行事予定の説明あり。） 




